
 

令和７年度第１回美瑛町図書館協議会議案 

 

日 時 令和７年５月１６日（金）午後３時 

場 所 美瑛町図書館 会議室 

 

１．開  会 

 

２．町民憲章朗唱 

 

３．教育長挨拶 

 

４．委員及び職員紹介 

 

５．会長及び副会長の選出について 

 

６．会長挨拶 

 

７．議  題 

（１）令和６年度事業実績について 

（２）令和７年度事業計画について 

（３）「子どもの読書活動推進計画」（第３次）の策定について 

（４）今後の協議会開催の日程等について 

    年２回（第２回：令和８年３月予定） 

（５）その他 

 

８．閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

町 民 憲 章 
 

 

わたくしたちは、美瑛町の町民であることに誇りと責任 

を感じ、この憲章を掲げてその実践につとめましょう。 

 

 

１．心もからだもすこやかに、 

りっぱにつとめをはたしましょう。 

１．互いにむつみ話し合い、 

楽しい家庭をつくりましょう。 

１．きまりを守り助けあい、 

明るい社会をつくりましょう。 

１．自然を愛し文化をたかめ、 

豊かな郷土をつくりましょう。 

 

 

 

町民憲章（昭和３８年２月制定） 

 

町民としての自覚と誇りをもち、あすへむかって力強く

歩みを進めるために、町民の総意をこめて、格調高く平

明な文で構成した。 

 



■ 開館日数 299 日

児童書 内購入 一般書 内購入 合計 児童書 一般書 合計 児童書 一般書 合　計 児童書 一般書 合　計 利用割合

総　記 5 4 40 31 45 44 41 85 215 957 1,172 266 424 690 0.9%

宗教・心理学 14 12 62 50 76 26 84 110 266 1,378 1,644 386 956 1,342 1.7%

歴史・地理 13 12 132 112 145 232 128 360 715 3,252 3,967 595 2,061 2,656 3.4%

社会・教育 58 57 241 207 299 102 151 253 697 3,711 4,408 708 1,840 2,548 3.2%

理科・医療 97 76 140 133 237 187 104 291 1,519 2,133 3,652 2,195 1,791 3,986 5.1%

工学・家政学 34 25 201 173 235 129 256 385 566 3,787 4,353 812 4,888 5,700 7.2%

産　業 30 23 74 64 104 82 35 117 393 1,829 2,222 353 1,044 1,397 1.8%

芸術・ｽﾎﾟｰﾂ 30 23 122 106 152 155 145 300 808 3,417 4,225 1,061 1,609 2,670 3.4%

言　語 23 13 83 9 106 31 19 50 233 505 738 190 341 531 0.7%

文　学 243 232 763 678 1,006 324 682 1,006 7,548 22,751 30,299 4,739 14,805 19,544 24.8%

絵本・紙芝居 750 370 0 0 750 164 0 164 10,778 0 10,778 13,238 0 13,238 16.8%

雑　誌 0 0 657 639 657 0 671 671 0 1,517 1,517 0 3,122 3,122 4.0%

視聴覚 0 0 14 3 14 0 41 41 0 855 855 0 1,714 1,714 2.2%

漫　画 1,365 36 0 0 1,365 391 0 391 5,118 0 5,118 19,232 0 19,232 24.5%

郷土資料等 0 0 58 2 58 0 0 0 3,548 3,548 0 265 265 0.3%

合　計 2,662 883 2,587 2,207 5,249 1,867 2,357 4,224 28,856 49,640 78,496 43,775 34,860 78,635 100%

児童 一般 団体 計 借受け 貸出し 【前年度との対比】

登録者数 665 6,951 63 7,679 相互貸借 447 162 R６ R５ 増減率

(うち今年度） 71 233 1 305 入館者数（人) 41,303 43,754 0.94

（うち町民） 646 6,199 63 6,908 利用者数 利用者数（人） 16,481 16,237 1.02

利用者数 3,895 12,078 508 16,481 AVｺｰﾅｰ 448 貸出冊数（冊） 78,635 78,592 1.00

貸出冊数 23,172 48,366 7,097 78,635 PCｺｰﾅｰ 615 蔵書数（冊） 78,496 77,391 1.01

(うち視聴覚） 962 747 5 1,714 開館日数 299 297 1.01

(うちマンガ） 7,352 11,870 10 19,232 2,574 1日平均利用者数（人） 55.1 54.7 1.01

(うち今年度） 146 1日平均貸出数（冊） 263.0 264.6 0.99

受入雑誌種数 40 （定期購入のみ） 新刊割合（購入÷蔵書冊数％） 3.9 3.9 1.00

受入新聞種数 6 道新、朝日、日経、びえい新聞、読売KODOMO新聞、読売中高生新聞 蔵書回転率（貸出÷蔵書％） 100.2 101.6 0.99

区　　　　分

読書通帳交付（冊）

令和６年度　美瑛町図書館実績報告

分類

受入冊数 除籍冊数 蔵書合計 貸出冊数



令和７年度　事業計画〔図書館〕
※　継…継続　　新…新規　

№ 区分 事　　業　　名 内　　　　　　容 期　　日 前年実績及び今年度事業費等 会　場 対　象 備　　　考

1 継 図書購入事業
一般書、児童書、視聴覚資料を選定し購入。
利用者からのリクエストにも対応。

通年
R６決算額：4,500,000円
　　　　　　　児童書　883冊、一般書　2,207冊、雑誌40種、DVD3本
R7予算額：4,000,000円

2 継 図書貸出事業 図書、視聴覚資料、郷土資料、雑誌の貸出。 通年
R６：79,082冊（詳細は別紙令和６年度実績のとおり）
まちづくり総合計画R14目標：85,000冊

図書館 全利用者

3 継
利用者からリクエストされた図書が、当館にない場合、他の図書館から借受
をし、利用者へ貸出しを行う。また他館への貸出しも行う。

通年 R６実績：貸出162冊、借受447冊 図書館 全町民

4 新
道立図書館で実施している「電子図書館」を周知し、スマホ等で読むことがで
きる電子図書の利用を促進する。

通年
R7.2から道立図書館の利用者カードが当館においても作成できるように
なったこともあり、道立図書館「電子図書館」の利用を周知

図書館 全町民

5 継 ブックスタート事業
『赤ちゃんの心の成長には、本を読んであげることや話しかけてあげることが
大切』というコンセプトのもとに、絵本の読み聞かせ（おはなし会「あいあい」
協力）によるコミュニケーションの手法を保護者に伝え、絵本を贈る。

毎月　１回
R6実績：29人（組親子）
R７予算額：74,000円（42人分）

図書館 生後6ｹ月親子 不参加者へは12ヶ月まで通知

6
【今月のおすすめ本コーナーの開設】
おすすめ本コーナーの開設を実施し、又、広報等により積極的に情報発信
を行う。

通年

R6実績：4月「本屋大賞ノミネート作家の作品」／5月「母の日特集」／6
月「父の日特集」／7・8月「美しい収納術」／9・10月「防災について考え
る」／11・12月「ブックガイド特集」／12・1月「2024年ベスト100 」／2月
「本屋大賞ノミネート作家の作品」／3月「ゼロの数点」

図書館 全町民 基本２ヶ月ごとに展示替え

7
【図書館おはなし会（子ども向け）】
図書館ボランティアおはなし会「あいあい」による定期的なお話し会を幼児向
けと小学生向けに内容を分けて実施する。

毎月第２・４
土曜日

R6実績：開催数   　　 21回
　　　　　 参加者数　　 203人

図書館 全町民

8
【子どもが利用する施設への貸出事業】
子どもが利用する施設へ図書館で選書した図書資料を貸出することで、子ど
もが様々な図書にふれる機会をつくる。

通年
なかよし児童館（12回・各回50冊）
美瑛東小学童保育（12回・各回50冊）

各施設 施設利用者

9
【公共施設への貸出事業】
一般町民が多く訪れる公の施設へ図書館で選書した図書資料を貸出するこ
とで、図書館に来なくても様々な図書にふれる機会をつくる。

通年
ビ・エール：2回入替え・630冊（児童書223冊、一般書407冊）
郷土学館美宙：1回・20冊（児童書１１冊、一般書9冊）

各施設 施設利用者

10
【マンガ箱貸し】
閉架書庫にあるマンガの有効活用として作品毎（20～40冊）に箱詰し、４週
間貸出する。

通年
R6から開始：51セット　1,304冊
R7計画：R6実績により整理

図書館 全利用者

11
【壁面の展示スペースの企画展示】
町民の作品や町のイベント等を展示し、利用者が鑑賞する機会をつくる。

通年
R６実績：別紙のとおり
R７計画：別紙のとおり

図書館 全町民

12
【子ども読書週間「こどもの日スペシャル」】
 おはなし会あいあいによる読み聞かせ

5月5日
R6実績：工作会（宇宙ボトル作り）：36名　おはなし会：23名　子ども司書
体験６名　ぬいぐるみプレゼント　こども40人

図書館 全町民

13
【図書館夏まつり（夏休みイベント）】
こども古本市、おはなし会、七夕など

8月9日
Ｒ６実績：こども古本市：30名（持ち帰り283冊）　おはなし会：40名　射
的：70名　ヨーヨー釣り：90名　七夕短冊：175枚

図書館 全町民

14
【古本市】
廃棄図書や寄贈本のリサイクルを実施

9月20日 Ｒ６実績：来場者数275人 　持帰り冊数2,623冊 図書館 全町民 ４年振りに会議室での開催予定

15
【図書館フェスティバル】
図書館の利用を促進するため、ボランティア団体等と連携し図書館フェスティ
バルを開催する。

11月1日
R6実績：外調機故障のため未実施
R7計画：おはなし会、工作会、寄席

図書館 全町民
おはなし会あいあい
旭笑長屋（予定）

16
【図書館クリスマス会】
クリスマスシーズンに行うイベント

12月20日 R6実績：工作会（カード作り）：19名　おはなし会：40名 図書館 全町民

17
【小中学校長期休暇中の月曜祝日開館】
町内小中学校の夏・冬休み期間中、月曜日及び祝日に臨時に開館する。

夏・冬期
R6実績：8日
R7計画：6日

図書館 全町民 7/28、8/4,11,18、12/29、1/12

18 新
【冬休みイベント】
書初めワークショップ

1月12日 書道アーティストによるワークショップ 図書館 全町民
上富良野町在住　飛内氏（予
定）

19 学校図書館の環境整備、学校での読み聞かせ、団体貸出、司書派遣 通年
例年同様に全小中学校に図書館司書・スタッフが巡回し、学校図書室
の運営方法等について協議や提案を行った。

各学校 小中学校

20 図書館からの団体貸出の実施 通年
R6実績：町内全小中学校学級文庫用図書及び夏・冬休み前の長期貸
し出しの実施

各学校 小中学校

21 学校での読み聞かせ 通年 R6実績：毎月1回　おはなし会あいあい実施 美瑛東小 小学生 協力：おはなし会あいあい

22
読書通帳の利用と読書活動を促進するため、町内の中学生以下を対象に読
書通帳(216冊分)1冊分を読了するごとに本を1冊贈呈する。

通年
R6実績：70人
R7予算額：156,000円（100人分）

図書館及び
各学校

中学生以下の町
民

贈呈本は図書館司書が選書す
る中から希望のものを選択する。

23 北海道日本ハムファイターズ読書促進全道キャンペーン 夏期 R6達成者：13人（シャープペンシルをプレゼント、抽選で試合観戦招待） 図書館 小学生 ７年目
子どもの読書活動応援事業

継

継 学校支援事業

読書活動推進事業継

図書館利用促進事業

継

図書相互貸借事業
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はじめに 

 

読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないも

のです。 

しかし、テレビやインターネット等の様々な情報メディアの発達・普及や子ども

の生活環境の変化、さらには、幼児期からの読書習慣の未形成などにより、子ども

の「読書離れ」「活字離れ」が憂慮されています。深く考察する力や自分の思いを

言葉で伝える力の低下が懸念されており、教育現場では読書習慣と学力の間に関連

があることが指摘されています。 

また、令和２年に発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、新たな

生活様式が求められ図書館内も座席を間引く等、従来の図書館とは異なった運営を

進めています。 

平成１３年１２月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行されたのを

受け、北海道教育委員会は平成１５年１１月に「北海道子どもの読書活動推進計

画」を策定し、現在「第４次計画」を展開しています。 

美瑛町においても、乳幼児期から保護者とともに読書に親しみ、楽しめる体験が

できる機会をつくるなど、子どもたちにとって読書活動が日常習慣となるよう様々

な取組を行ってきましたが、国・道の基本計画を踏まえ、子どもの読書活動の一層

の推進のため、子どもの発達段階に応じて具体的な取組を掲げ、家庭・地域・学校

等が連携・協力して活動を推進するために「美瑛町子どもの読書活動推進計画」を

策定します。 
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第１章 美瑛町子どもの読書活動推進計画の基本的な考え方 

 

１ 子どもの読書活動の現状 

 

 （社）全国学校図書館協議会が実施した「第６５回学校読書調査」（令和元年度調査）

によると、１０年前に４７．０％だった高校生の不読率（１ヶ月の間に１冊も本を読まな

かった「不読者」の割合）は５５．３％に増加、小学生は５．４％から６．８％に増加、

中学生は１３．２％から１２．５％に減少しています。これは、「朝の読書」（※1）や中

休み時の読み聞かせ（※2）など、さまざまな読書活動推進の取り組みによって、子どもが

本に触れる機会が増えたものの、インターネット等の普及による子どもの「読書離れ」

「活字離れ」が進んでいるものと考えられます。 

 美瑛町においては、小学６年生と中学３年生を対象に行った「令和元年度全国学力・学

習状況調査」で、「読書は好き」と答えた小学生は５１．７％（全国４４．３％）、中学

生は５０．０％（全国３８．９％）、「学校図書館や地域の図書館にほとんど、または、

全く行かない」と答えた小学生は２０．０％（全国２９．９％）、中学生は５０．０％（全

国５５．３％）と、平成１６年度から実施してきたブックスタート事業や全小・中学校に

おける「朝の読書」の効果が表れています。「生きる力」を確実なものにしていくために

は、子どもたちを取り巻く家庭や学校、図書館など、地域社会全体での連携した取り組み

を一層充実させていくことが求められています。 

 

２ 基本理念 

 

美瑛町のすべての子どもがいつでもどこでも、自主的に読書活動を行うこと 

ができるよう、積極的にその環境の整備を図ります。 

 

３ 計画期間 

この計画の期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間とし、必要に応じて計画の

見直しを行います 

 

４ 計画の対象 

計画の対象は、０歳からおおむね１８歳とします。 

 
 
※1 「朝の読書」：学校で毎朝始業前に児童生徒教職員全員が自分で選んだ読みたい本を読む運動。1988 年、千葉

県の高校教諭 林公（はやしひろし）氏が提唱して実践したのが始まり 

※2 読み聞かせ：子どもたちに絵本や紙芝居を見せながら、語り手が活字を読んで本の内容を伝える。  
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第 2章 子どもの読書活動の推進のための方策 

 

１ 家庭・地域・学校における子どもの読書活動の推進 

（１）家庭における読書活動の推進 

家庭は、子どもが最初に読書と出会う場であるだけでなく、読書に対する興味や

関心を培う上でも重要な役割を担っています。特に、乳幼児期（０～５歳）には、

読み聞かせなどをとおして親子の温かい人間関係を育むとともに、子どもの精神的

な安定感や親への信頼感を養い、基本的な生活習慣や自主性・創造性を培うことが

大切です。 

周囲の大人が読書に親しむ姿を見せたり、子どもと一緒に本を読んだり、家族で

図書館に出向いたりするなど、子どもが本に出会い、本に親しむきっかけを作るこ

とが望まれます。また、新型コロナウイルス感染症の影響により家で過ごす時間が

長くなったことから「家読」の重要性が増しており、家族で本を読む時間を持った

り、読書を通じて家族で感じたことなどを語り合うことで心のふれあいにもなり、

家族間のコミュニケーションを深めることにもつながります。 

【具体的な取組】 

○ブックスタート事業（※3）やおはなし会への参加 

○「家読」（※4）の積極的な推進 

・保護者による絵本や物語の読み聞かせ 

・食後や就寝前など、家族全員が読書をする時間の設定 

・ノーテレビデーやノーゲームタイムの設定 

・折り紙の作り方や料理の本などを親子で読み、その内容を実践してみる 

○生活リズムチェックシート（※5） 

（読書習慣編）の活用 

○家族で図書館や書店へ出向く 

 

 

 

 

 

 

 
※3 ブックスタート事業：赤ちゃんと絵本を開く大切さや楽しさを保護者に伝えながら、絵本や読み聞かせのア

ドバイス等が入ったブックスタート・パックを無料で手渡す事業のこと。美瑛町では、平成 16 年から乳幼児

健診の際に保健センターで行っていたが、現在は生後 6～12 ヶ月の乳児を対象に図書館で行っている。 

※4 家読（うちどく）：家庭での読書を通して、家族のコミュニケーションを図ろうという取組のこと。道教委で

は、平成２３年度から、北海道「朝読・家読運動」を実施している。 

※5 生活リズムチェックシート：子どもの望ましい生活習慣の定着に向けて、早起きや学習・読書・運動の時間

確保など、子どもの個別の目標に対応し、生活習慣を親子で改善するもの。「すいみん表」、生活全体編、家

庭学習編、読書習慣編、運動習慣編、親子編がある。なお、それぞれ、小学校低学年用、小学校高学年用、

中学生用の 3 種があり、道教委のホームページからダウンロードできる。 

  

 

【図書館でのブックスタート】 
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（２）図書館における読書活動の推進 

子どもにとって、図書館は、その豊富な蔵書の中から読みたい本を自由に選択し、

読書の楽しみを知ることができる場であり、保護者にとっては、子どもに読ませたい

本を選択したり、子どもの読書について相談することのできる場所です。 

美瑛町図書館は平成２４年６月、「あそこに行けば何かある！」をコンセプトに現

在地に新築開館し、町民の身近な施設として広く活用されており、談話室での学習活

動やパソコン・視聴覚の利用などを通して、多くの子どもたちが訪れています。 

図書館の本来の目的である読書や調べものをする場所として活用している子ども

も見られますが、インターネットでの動画視聴やＤＶＤ視聴のためだけに訪れる子ど

もが多いことは懸念されるところです。図書館に来館した子どもに、図書の世界の広

さや豊かさを楽しませることができるような取り組みやさまざまな工夫で子どもの

関心を引き出すよう努めます。 

また、図書館やなかよし児童館などで行われているボランティアによる読み聞か

せやおはなし会は、子どもが読書に親しむ契機となっています。このため、これら

の活動が一層推進されるよう活動を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊美瑛町図書館における利用状況（令和元年度実績） 開館日数 287日 

 全年齢 １日平均 ０歳～1８歳 １日平均 

利用登録者数 6,373人 ― 1,281人 ― 

年間利用者数 19,257人 67.1人 5,365人 18.7人 

年間貸出冊数 90,502冊 315.3冊 30,033冊 104.6冊 

１人当たりの貸出冊数  9.2冊 ― 23.3冊 ― 

年度末人口 9,882人 ― 1,288人 ― 

 

  

 

【図書館 絵本のへや】 

 

【図書館 児童書コーナー】 
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【具体的な取組】 

○時季ごとの企画や展示 

○図書館事業の充実（図書館フェスティバルや工作会など） 

○団体貸出の実施（※6） 

○ボランティアへの活動支援（おはなし会の開催など） 

○学校図書館活動への支援（読み聞かせ支援・団体貸出・教職員の研修など） 

○道立図書館や他市町村との連携・協力 

○保健センター、子ども支援センター、公民館、大雪青少年交流の家等との 

連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※6 団体貸出：公共施設、公共団体などの団体に対する図書館資料の貸出しで、随時必要な時に利用でき、長期

貸出も可能なサービス。 

  

 

【図書館フェスティバル・読み聞かせ】 

 

【企画展示】 
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（３）地域における読書活動の推進 

子どもの読書活動を推進するには、子どもの生活に密着した町内の様々な施設や機

会をとらえて、乳幼児期から本に親しむ習慣を身につける上での効果的な活動を推進

することが望まれます。 

なかよし児童館で行われている児童・青少年用図書等を活用した様々な活動を推進

することや、保健センターで実施する乳幼児健診の機会を利用したり、子育てに関す

る学習や相談の場となっている子育てサークルの活動やＰＴＡによる研修会等にお

いて、読書活動の意義や大切さを啓発する必要があります。 

【具体的な取組】 

○なかよし児童館等での読み聞かせなど本に親しむ活動の工夫 

○子育てサークル活動等の充実 

 

 

（４）幼稚園・保育所・子ども支援センターにおける読書活動の推進 

幼稚園・保育所は子どもたちが早い時期から本と出会うところです。子どもたちが

先生や友だちと一緒に絵本や物語を楽しむことで、同じ世界を共有する楽しさや心を

通わせる一体感などを味わう貴重な体験として、本に対する興味や関心が持てるよう

になり、より豊かな感性が育ち、人への愛情や信頼感が育まれていきます。読書の楽

しさと出会うことができるよう、幼稚園や保育所において、年齢に応じた絵本や物語

を選んで読み聞かせを行うことが期待されます。また、保護者会などでも幼児期の読

み聞かせ等の重要性を啓発する必要があります。 

さらに、幼稚園・子ども支援センターにおいて行っている未就園児を対象とした子

育て支援活動の中でも、読み聞かせ等を推進するとともに、保護者に対して読み聞か

せ等の大切さや意義を広く普及していくことが重要です。 

 

【具体的な取組】 

○読み聞かせなど本に親しむ活動の充実 

○保育士等によるお薦め本の紹介など、多様 

な本と出会う機会の設定 

○保護者会等での読み聞かせ講座などの実施 

○未就園児を対象とした子育て支援活動の中 

での読み聞かせ等の実施 
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（５）学校における読書活動の推進 

学校においては、従来から国語などの各教科等における学習活動を通じて、読書活

動が行われてきており、子どもの読書習慣を形成していく上で、大きな役割を担って

います。子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を通じて生活を豊かにすること

ができるようにサポートし、子どもたちが自分の考えを広げたり深めたりする能力が

育つ環境を整備し、適切な支援を行うことが求められています。 

小学生期における良質な本との出会いは、読書に対する興味・関心を広げ、中学生

期・高校生期における読書は自我の確立や進路選択に大きな影響を与えるものであり、

それぞれの発達段階に応じた体系的な読書指導を推進する必要があります。 

学校における読書活動は、すべての教科にわたって全校挙げて取り組むものとして

位置づけ、「本を読むこと自体が楽しい」という読み方を学校教育の中で教えること

が望まれます。 

 

【具体的な取組】 

○朝の読書等、全校一斉の読書活動や読み聞かせ等の推進 

○学校の教育活動全体を通じての多様な読書活動（ブックトークの実施等） 

                                                         （※7） 

○調べ学習（※8）を取り入れた教科指導 

○学校図書館の有効活用 

○保護者やボランティアとの連携による読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※7 ブックトーク：一定のテーマを立てて一定時間内に何冊かの本を複数の聞き手に紹介する。 

子どもたちを聞き手の対象として図書館司書などにより実施。 

※8 調べ学習：子どもが自分自身の力で課題を設定し計画を立てて解決する、自ら学び自ら考える自主的、 

自発的な学習方法。 
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２ 子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備 

（１）図書館における読書環境の整備 

図書館は、子どもたちが学校外で自分が読みたい本を選び、読書を楽しむことがで

きる場であり、気軽に利用したいと思われる場となることが求められていることから、

蔵書の充実を図り、学習図書や読みたい本などをすぐに提供できるよう、優良図書の

紹介や子どもたちの手が届く配架の工夫などに努めます。 

平成２６年度に導入した道内初の読書通帳（※9）の利用促進を学校等に呼びかけ、読

書や図書館への関心を高めてもらうよう努めます。 

また、令和２年度に感染症防止対策として紫外線による図書消毒機を導入するなど、

子どもたちが安心して読書できる環境づくりに努めます。 

保育所や幼稚園、学校等との連携を図り、読み聞かせ会の実施や講習会、推薦図書

を団体貸出するなど、団体における読書活動を推進します。また、読み聞かせグルー

プなどの活躍の場と他市町村のグループとの交流の場を通した技術や企画の向上が

図られるよう支援します。 

 

＊美瑛町図書館における蔵書数（令和元年度実績） 

一般書 ４７，６２４冊  

児童書 ２４，６１７冊  

合 計 ７２，２４１冊 （町民１人当たり  ７．３１冊） 

 

【具体的な取組】 

○豊富で多様な図書資料や読書情報の整備・充実 

○話題の本や企画展示など配架の工夫 

○読み聞かせなどの読書活動の推進 

○ふるさと学習のための資料の収集 

○読書に関するレファレンスサービス（※10）の充実 

○図書の団体貸出などによる学校等への支援 

○図書館システムを活用した図書検索の向上 

○読書通帳の広報活動 

○図書消毒機を活用した図書利用の安全性の向上 

                       （※11） 

 
※9  読書通帳：借りた資料の記録を残すことができ、子どもの読書意欲の向上を目的に、平成 26年 8 月に導入

した。高校生以下は、無料で作ることができる。。 

※10 レファレンスサービス：図書館などで、調べものの援助をする業務のこと。調査のための参考となる資料を

整備・作成することも含む。 

※11 図書消毒機：紫外線により本に付着した雑菌やウイルスを消毒する機器。令和 3年 1 月に導入した。  

 

【図書消毒機】 
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（２）学校図書館における読書環境の整備 

学校図書館は、子どもたちが日常的に読書を楽しむことができる場であるとともに、

読書活動や読書指導の場として、子どもの成長を支える重要な役割を果たしています。 

さらに、児童生徒の豊かな心を育む「読書センター」としての機能と、児童生徒の

自発的、主体的な学習活動を支援する「学習情報センター」としての機能を果たし、

学校教育の中核的な役割を担うことが期待されています。児童生徒が自ら考え、主体

的に判断し、行動できる資質や能力などの「生きる力」を育むための様々な学習活動

を支援していくことが必要です。 

昼休みや放課後に好きな本を自由に読んだり、興味を持った事柄について調べるな

ど、子どもたちにとって「いつでも開いている図書室」であること、さらには「心の

居場所」としての機能も期待されており、学校全体で学校図書室の活用方策や読書活

動の促進方策について意識の高揚を図っていく必要があります。 

また、学校図書室においても紫外線による図書消毒機の設置を進める等、児童生徒

が安心して読書できる環境づくりに努めます。 

【具体的な取組】 

○図書資料の整備と充実 

○図書資料のデータベース化と学校間及び図書館とのオンライン化 

○学校図書館の運営等に対する教職員間の連携・協力体制の確立 

○学校間や町立図書館、ボランティアとの連携・協力の促進 

〇図書消毒機の活用 

 

３ 子どもの読書活動の普及・啓発 

子どもの読書活動の推進のためには、その意義や重要性について、広く町民の理解と関

心を深めることが大切です。大人も含めて読書活動に対する理解、関心を高められるよ

う、図書館や学校などが連携・協力して、普及啓発活動を推進していきます。 

また、子どもの読書活動を支援することを目的に、読書通帳一冊満了（２１６冊）毎に

図書館がお勧めする本の中から好きな一冊を贈呈する「子どもの読書活動応援事業」を平

成３０年度より実施しています。 

【具体的な取組】 

○子供向けの新着図書や推薦図書の普及 

○「子ども読書の日（※12）」や「こどもの読書週間（※13）」における事業 

の実施と行事に関する情報の提供 

○町の広報紙、ホームページ、フェイスブック等を利用した情報提供 

○「子どもの読書活動応援事業」の実施 

 
※12 「子ども読書の日」：「子ども読書の日」は、4 月 23日。国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と

理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、「子どもの読書活動の推進に

関する法律」（平成 13 年）によって制定されたもの。 

※13 「こどもの読書週間」：「こどもの読書週間」は、4 月 23 日～5 月 12 日。「幼少の頃より書物に親しみ、読書

の喜びを身に付けてほしい」という趣旨のもと、昭和 34 年に、社団法人読書推進運動協議会によって制定

されたもの。  
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美瑛町子どもの読書活動推進計画（第３次・令和８年度から令和１２年度） 

の策定スケジュール 

 

 

５月  ① 図書館協議会で説明（第３次計画についての意見を求める 期限７月末） 

    ② 図書館職員において、第２次からの修正について検討 

 

８月  ① ５月①と②を反映させた計画（素案）を整理 （上旬） 

    ② 素案について学校関係、企画委員会、まちづくり委員会へ意見を求める 

 

９月  ① 8月②の意見を計画（案）に反映する 

 

１０月 ① 町民コメント募集（10/1～10/31） 

 

１１月 ① 10月①の意見を反映した計画（案）を作成 

    ② 町民コメントへの回答 

 

１２月 ① 図書館協議会委員へ計画（案）を送付（内容の最終確認） 

 

３月  ① 図書館協議会で最終協議 

② 教育委員会議で提案 

 

４月  ① 第３次計画 スタート 

    

 

 


